
 
 

 

 

 

 

 

～巻頭言～ 

夏休みを終えて 

校長 七 田 伸 克 

２６日間の夏季休業を終え、1７日から2

学期がスタートしました。夏休み中に大き

な事故や怪我、問題行動等もなく、みんな元

気に笑顔で始業式を迎えることができまし

た。本当に嬉しく思います。 

7月 2５日～2６日に行われた『学習サポ

ート』も盛況でした。参加生徒は、自分に合

った課題を持参し取り組みます。教科の先

生も付いているので質問も可能で、ほとん

どの生徒が参加していました。 

さて、昨年度から ABCD の原理として、

当たり前の大切さを伝えてきました。 

「当たり前のこと」ができるということ

は、良い習慣が身についているとも言えま

す。夏休みを終え、約1か月後には前期が

終了します。そこで、習慣の重要性について、

有名な言葉を紹介します。 

子曰
しのたま

わく、 

「性
せい

、相近
あいちか

し。習
なら

い、相遠
あいとお

し」［陽貨］ 

孔子先生がおっしゃった。 

「人は生まれつきもっている資質に大き

な差はないのだ。 

生まれた後の習慣の違いによって、その

差が大きくなっていくのだ。」  

 これは、『論語』の章句です。『論語』は、

孔子とその弟子たちの言葉や行動がまとめ

られた、中国の古典です。日本でも昔からた

くさんの人に読まれています。 

孔子は、『習慣が、その人の素質や能力に

大きく影響する』と言っています。 

いいことを繰り返せば、いい習慣となっ

て、能力を開花させてくれます。悪いことを

繰り返せば、悪い習慣となって、もっている

実力をなかなか発揮できなくなります。 

このことは、「当たり前」ができるという

ことに近いものがあります。 

中学生にとっていい習慣はとても重要で

す。夏休みを終え、３年生は進路実現に向け

た取組が本格化します。挨拶や返事、仲間へ

の思いやり等をはじめ、学習面においても

いい習慣を身につけ、充実した2学期にで

きることを期待しています。 

 

◆LED 取付工事終了 

 ６月から始まった LED工事も、夏休み中

に体育館照明の交換が終わり、予定通り工

事を終えることができました。   

教室や廊下の雰囲気が明るくなり、点灯

に時間を要した体育館照明も、スムーズに

できるようになりました。 

 教育環境整備においては、各関係機関の

ご理解とご協力により、実現しています。 

 感謝の気持ちを忘れずに、教育活動を推

進してまいります。 

教育目標（昭和５８年制定） 

・みずから進んで学習する生徒を育てる 

・明るく思いやりのある生徒を育てる 

・ねばり強くとりくむ生徒を育てる 

・たくましい身体をつくる生徒を育てる 

校訓「敬愛・自律」（昭和２６年制定） 
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7月 25日（火）、26日の2日間、夏休み学習サポートが行わ
れました。夏季休業中でしたが10名以上の参加がありました。 
各自持ってきた課題に取り組みながら、わからないところを教え 
あったり、サポートの先生に質問する姿がたくさん見られました。 
この2日間を通じて、生徒は限られた時間でも自分の課題に向き
合い、努力することで成果を出すことができることを実感していま
した。冬休みにも学習サポートを実施予定です。これからも学校と
して生徒の学びをサポートしてまいります。 

 

7月 11日（火）と13日（木）の2日に渡り、鹿追高等学校、帯広三条高等学校、清水高
等学校、芽室高等学校、そして帯広大谷高等学校に来校いただき、各高校の説明会を３年生対
象に行いました。当日は３年生保護者も来校しており、熱の入ったものになりました。 
各高校から、学校のカリキュラムや部活動、進学実績や各校が力を入れて取り組んでいるこ
となど、多岐にわたる説明がありました。また、高校によっては実際の高校生の話もあり、学
校生活がイメージしやすいものでした。生徒たちは熱心に耳を傾け、質問を通じて不明な点を
解消しました。今回の説明会を通し 
て、生徒は高校生活がどのようなも
のかイメージでき、新たなステージ
での学びと成長に向けて意欲を高め
ることができました。 
 
２学期になると高校の体験入学
が本格的にスタートします。イメ
ージした姿と実際に自分の目で見
た高校の姿を重ね合わせること
で、来春の自分の姿を明確なもの
にし、進路実現への歩みを着実に
進めてほしいです。学校として
も、様々な面から生徒を支えてま
いります。 

 

高校説明会 

夏休み学習サポート 

 
7月 18日（木）、ハローワーク帯広の渡邉 真弓
様から「仕事に繋げる進路について」講話を受けまし
た。その中で、仕事についての新しい視点を学びまし
た。 
講話では、仕事と生活が密接につながっていること

が強調されました。何気ない日常生活の中に多くの仕
事が存在しており、数多くの職種の中から自分の仕事
を選ぶにはどんな材料が必要かを考えました。そして、 
仕事を選ぶ際には「自己理解」と「仕事理解（社会・ 

職業理解）」が欠かせないというポイントが伝えられました。 
「自己理解」の話では、自分の得意なことや興味を知り、自分自身の強みや弱みを把握する

ことが大切だと教えていただきました。これによって、どのような仕事が自分に合っているか
を見極めることができるとのことでした。「仕事理解（社会・職業理解）」の話では、仕事の
種類を知ることと、希望する仕事は資格が必要かを知ることが重要だと教えていただきました。  
資格が必要な仕事なら、資格が取れる学校へ行く選択になるとのアドバイスがありました。 
この講話を通じて、生徒は自分と仕事を知ることでやりたい仕事を見つけられること、自分

がやりたい仕事とつなげて高校以降の進路を考えることが重要であることを学びました。学校

も、生徒が将来の姿をイメージしながら進路選択できるよう、支えてまいります。 

 
7 月 18 日（火）、20 日（木）に全校道徳の授業を実施しました。授業者は 18 日が金谷教

諭で『 自分や仲間のいいところ』、20日が髙杉教諭で『 「どうせ無理」という言葉に負けない』
という授業でした。 
金谷教諭の授業では、ゲームを通しながら他者理解、自己理解
について考え、その中で見えてきた自分の短所を長所に転じて考
える（リフレーミング）ことで自己肯定感を高める授業でした。
授業後の生徒の感想からは「自分や他人、仲間のいいところって、
考えたり探せば探すほどいいところが出てきて、もっとその人を
知ることができる」や「リフレーミングが難しかったけど、ポジ
ティブになれる」などの感想がありました。 
髙杉教諭の授業では、北海道芦別市にある植松電機でのロケッ
ト開発の話を通して、新しいものを生み出すために大切なことに

ついて考える授業でした。授業を通して生徒から「やる気と今ま
での知識、そして新しいことに挑戦する気持ちが必要だと感じた」
や「新しいことを生み出すときにはポジティブな考え方が必要だ
と思った」という意見が出ていました。 
３学年合同で授業を行うことで、多様な考えをぶつけ、新たな価値観の形成につながっていま
す。生徒が多様な価値観を持ち、それを互いに認めることができるよう学びを進めていきます。 

ハローワーク講話 

全校道徳 

 
 

8月 18日（金）、五ヶ瀬町使節団の中学生３名が本校を訪問しました。 
 
歓迎集会では生徒会による屈足中学校の紹介や、使節団生徒から
五ヶ瀬町についての説明があり、限られた時間でしたがお互いのこ
とを知ることができました。 
集会の後には、交流授業を行いました。内容は新得町発祥のスポ
ーツ、フロアカーリングの体験です。新得町フロアカーリング協会
に協力を得て、ルールやストーンの投げ方等の説明を生徒にしてい
ただき、実際にゲームを行いました。最初慣れない様子でしたが、
競技を通して、お互いに協力しながらストーンを目標地点に近づけ
る楽しさを実感しました。また、初めて会った使節団の生徒とも協
力しながらプレーしており、笑顔と笑い声が絶えない中で、友情が
より深まっていました。 

 
今回の交流事業は、五ヶ瀬町と屈足中の生徒たちの友情を築く大
切な基盤となりました。今後も、文化や価値観の交換を通じて交流
を深め、両校の生徒たちが新たな視野を広げ、成長する機会として
取り組んでまいりたいです。 

五ヶ瀬町使節団交流 
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【大会結果報告】 
《第３回種目別記録会》7/8（土） 

女子 1500m 山口 心菜さん 男子ジャベリックスロー 菅原 敦志さん 

5'20"41 ８位入賞 45.71m ２位入賞 

  

《第 54回北海道中学校陸上競技大会》7/25（火） 

女子 1500m 山口 心菜さん   

5'15"75    

 

《北海道陸上競技フェスティバル帯広》8/19（土） 

女子 1500m 山口 心菜さん   

5'14"40 ４位入賞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【9月行事予定】 

１ 金 おはよう屈中生 20 水 文化祭特別時間割開始 

２ 土 芽室高校学校説明会・部活動見学会 21 木 校内研修日 

８ 金 モップ交換 移動図書 22 金 移動図書 

９ 土 中体連方面秋季大会 23 土 全十勝秋季バドミントン 

12 火 スクールカウンセラー来校 24 日 全十勝秋季バドミントン 

13 水 
学力テスト（３年） 29 金 スクールカウンセラー来校 

職員会議 30 土 屈足中学校文化祭 

14 木 ジョイタイム 生徒総会  
 

五ヶ瀬町訪問 
７月 31 日（月）～８月４日（金）の５日間、新得町の児童 

生徒が姉妹町である五ヶ瀬町訪問に行ってきました。本校か
らは３年生の真嶋ゆなさんが団長として参加しました。引率
した新得小須藤校長も「様々な場面で団長として立派に挨拶
してくれ、とても頑張ってくれた」と言っていました。 
戻ってきた真嶋さんに五ヶ瀬町の印象を聞くと、一番に 

「空気が違いました！」と教えてくれました。北海道とは違
い、湿度が高く、体にまとわりつくような印象だったそうで
す。それ以外にも丘陵地をいかしぶどうやお茶の栽培がおこ
なわれていたことが印象的だったそうです。 
実際にその場に行って体験してみないとわからないことが

世の中にはたくさんあります。そういう意味で、大変に貴重
な経験をしてきました。ぜひその経験を、他の屈足中生にも
伝えてもらい、皆の視野も広げてもらえればと思います。 

【全道大会に出場して】 
 
普段走っていない競技場だったので、

1500m が短く感じました。試合で全道
レベルの速い選手と走ると、タイム以
上の速さを感じることができ、私にと
って大変貴重な経験となりました。 
この後、駅伝に向けての練習となり

ますが、今回の経験を生かしてよい結
果となるよう頑張りたいです。  

３年Ａ組 山口 心菜 


